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日
蓮
宗
大
荒
行
堂



令
和
五
年
度

春
季
彼
岸
会

●
お
彼
岸
に
は

仏
壇
の
お
掃
除
を

彼
岸
入
り

三
月

十
八
日
!
土
"

中

日

三
月
二
十
一
日
!
火
"

彼
岸
明
け

三
月
二
十
四
日
!
金
"

ご
先
祖
様
の
お
ら
れ
る
お
仏
壇
は
常

に
清
ら
か
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
る
場

所
で
す
が
;
彼
岸
中
に
は
特
に
綺
麗
に

し
ま
し
D
う
E

ま
ず
は
;
ご
先
祖
様
に
G
お
掃
除
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
R
と
合
掌
し
て

か
ら
;
ご
本
尊
や
お
位
牌
;
仏
具
な
ど

を
外
に
出
し
て
;
毛
ば
た
き
な
ど
で
埃

を
落
と
し
;
乾
い
た
布
で
軽
く
拭
く
程

度
が
良
い
で
す
E

近
頃
で
は
;
仏
壇
が
な
い
ご
家
庭
も

多
く
な
r
て
来
ま
し
た
が
;
ご
先
祖
様

の
写
真
立
て
を
新
調
し
た
り
;
拭
き
掃

除
な
ど
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
D

う
か
E

お
花
や
お
水
;
お
菓
子
な
ど
の
供
物

を
手
向
け
;
日
々
の
感
謝
を
す
る
だ
け

で
も
ご
先
祖
様
は
喜
ん
で
く
れ
る
の
で

す
E

寒
い
冬
が
過
ぎ
、
暖
か
な

春
を
む
か
え
る
と
お
彼
岸
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
彼
岸
の
一
週
間
は
先
祖

を
敬
う
大
切
な
日
々
で
す
。

ご
家
族
の
皆
様
で
お
寺
へ

お
参
り
下
さ
い
。

◆
お
塔
婆
の
申
込
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

!
春
季
彼
岸
会
法
要
"

三
月
二
十
一
日
!
火
"

正
午
よ
り

於
本
泉
寺
本
堂



本
泉
寺
開
山
四
百
年
慶
讃
浄
財

奉
納
者
芳
名

勧
募
期
間

令
和
九
年
十
月
十
二
日
ま
で

勧
募
金
額

一
口
壱
万
円
よ
り

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

干
支
九
星
吉
凶
予
報

卯月辰月午月未月 巳月

星
の
神
様
妙
⾒
く
ん
に
聞
い
た

７
⽉
ま
で
の

予
報
で
す

妙⾒くん ©

大

吉
・
・
未
、
亥

五
黄
殺
・
・
東

小

吉
・
・
戌

暗
剣
殺
・
・
西

凶

・
・
子
、
巳
、
午
、
酉

月

破
・
・
西

大

吉
・
・
申

五
黄
殺
・
・
東
南

吉

・
・
子
、
酉

暗
剣
殺
・
・
北
西

凶

・
・
丑
、
卯
、
巳
、
戌

月

破
・
・
北
西

大

吉
・
・
丑
、
酉

五
黄
殺
・
・
ナ
シ

小

吉
・
・
申

暗
剣
殺
・
・
ナ
シ

凶

・
・
寅
、
午
、
申
、
亥

月

破
・
・
北
西

大

吉
・
・
戌

五
黄
殺
・
・
北
西

小

吉
・
・
寅
、
未

暗
剣
殺
・
・
東
南

凶

・
・
子
、
卯
、
酉
、
亥

月

破
・
・
北

大

吉
・
・
卯
、
亥

五
黄
殺
・
・
西

小

吉
・
・
午

暗
剣
殺
・
・
東

凶

・
・
子
、
丑
、
寅
、
戌

月

破
・
・
北
東

３
⽉
は
⻄
の
⽅
⾓
が
要
注
意
︒
⻄
は
⾣
の
⽅
位
で
も
あ
る
か
ら
卯
の
⼈
は

特
に
注
意
し
て
ね
︒
戌
の
⼈
に
は
協
⼒
者
が
現
れ
る
か
も
︒

丑
は
破
れ
の
作
⽤
が
あ
る
か
ら
作
業
効
率
が
下
が
O
て
⼒
を
発
揮
で
き
な

い
か
も
︒
申
は
運
気
が
上
昇
す
る
か
ら
周
り
の
評
価
も
ア
`
プ
す
る
よ
︒

丑
と
⾣
は
⾦
運
ア
`
プ
の
⼤
チ
g
ン
ス
︒
神
仏
へ
の
お
願
い
も
よ
く
届
く

か
ら
神
社
仏
閣
へ
お
参
り
し
よ
う
︒
"
申
は
吉
凶
両
⾯
あ
り
#

戌
は
午
の
影
響
を
受
け
て
頭
脳
明
晰
に
な
る
か
ら
学
⽣
の
⼈
達
は
勉
強
に

励
む
と
成
果
が
で
る
よ
︒
寅
は
⼩
吉
だ
け
ど
邪
魔
が
⼊
る
か
ら
注
意
︒

卯
は
物
事
を
整
え
る
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
よ
︒
戌
は
破
れ
の
作
⽤
が
強
く

出
て
し
ま
う
か
ら
︑
無
理
は
し
な
い
で
⼒
を
蓄
え
る
⽉
に
し
よ
う
︒

参
口

八
潮
市

恩
田
一
夫

様

一
回
目

計
参
口

弐
口

足
立
区

恩
田
明
広

様

一
回
目

計
弍
口

壱
口

朝
霞
市

川
端

登

様

一
回
目

計
壱
口

壱
口

葛
飾
区

恩
田
富
美
枝
様

一
回
目

計
壱
口

壱
口

三
郷
市

山
後
和
義

様

一
回
目

計
壱
口

令
和
４
年

月
12

参
口

八
潮
市

滝
口
勝
四
郎
様

一
回
目

計
参
口

壱
口

八
潮
市

滝
口
勝
幸

様

一
回
目

計
壱
口

奉
納
者
名

令
和
５
年
１
月

弐
口

三
郷
市

恩
田
孝
一

様

一
回
目

計
弐
口



日
蓮
宗
大
荒
行
堂

四
百
日
成
満

#
回
想
録
〜

令
和
五
年
二
月
十
日
午
前
六
時

壱
百
日
の
間
、
俗
世
と
の
境
で

あ
る
大
荒
行
堂
の
瑞
門
が
開
か

れ
、
修
行
僧
百
十
五
名
の
出
行

を
以
て
本
年
度
の
大
荒
行
堂
は

無
事
閉
堂
し
た
。

日
蓮
宗
の
大
荒
行
堂
は
寒
壱

百
日
の
結
界
修
行
で
、
毎
年
十

一
月
一
日
か
ら
二
月
十
日
ま
で

千
葉
県
市
川
市
の
中
山
法
華
経

寺
に
て
行
わ
れ
て
い
る
。

俗
世
と
隔
絶
さ
れ
た
修
行
僧

は
-
止
暇
断
眠
.※

１

の
言
葉
の

如
く
、
一
日
に
七
度
の
水
行
と

読
経
三
昧
を
日
課
と
し
、
白
粥

を
す
す
り
、
眠
り
を
断
つ
苦
行

を
行
う
の
で
あ
る
。

拙
僧
も
平
成
十
二
年
に
初
行

を
成
満
し
て
以
来
、
昨
冬
の
修

行
を
以
て
、
通
算
四
百
日
の
結

界
修
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が

齢
を
重
ね
て
の
修
行
は
心
身
と

も
に
過
酷
で
あ
っ
た
。

特
に
今
行
堂
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
蔓
延
の
影
響
下
で
の
開
堂
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
衛
生
面
に

は
徹
底
が
図
ら
れ
、
手
指
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
と
水
行
時
以
外

の
マ
ス
ク
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
、
不
自
由
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

と
は
い
え
、
四
百
日
目
の
加

行
と
も
な
れ
ば
初
行
僧
の
よ
う

に
、
が
む
し
ゃ
ら
に
修
行
に
打

ち
込
め
ば
良
い
と
い
う
事
で
は

な
く
、
五
行
僧
と
共
に
荒
行
堂

を
ど
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
く

か
、
初
行
僧
を
無
事
に
成
満
さ

せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

と
い
う
事
に
頭
を
使
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
特
に
今
行
堂
で

は
衛
生
班
を
任
さ
れ
、
初
行
僧

の
体
調
や
体
重
の
管
理
、
長
時

間
の
正
座
に
よ
る
足
の
怪
我
な

ど
の
ケ
ア
に
大
き
く
時
間
を
割

い
た
こ
と
は
、
未
知
の
経
験
で

あ
っ
た
と
同
時
に
、
大
変
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
感
謝
し
て
い
る
。



四
行
僧
は
/
水
神
相
承
0
と

呼
ば
れ
、
水
神
1
龍
神
2
を
感

得
す
る
修
行
で
あ
る
。

水
は
千
変
万
化
で
あ
り
、
器

が
丸
な
ら
ば
丸
く
、
四
角
な
ら

ば
四
角
に
そ
の
姿
を
変
え
る
も

の
で
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
自

ら
が
行
う
こ
と
に
思
慮
を
巡
ら

し
、
他
を
お
も
ん
ば
か
る
事
が

求
め
ら
れ
る
行
、
そ
れ
が
四
行

で
あ
る
と
水
神
様
に
教
え
ら
れ

た
壱
百
日
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
こ
で
得

た
経
験
は
本
泉
寺
檀
信
徒
の
み

な
ら
ず
、
拙
僧
に
関
わ
る
全
て

の
人
々
の
為
に
活
か
せ
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
至
る
の
で
あ
る
。

※

１
�
止
暇
断
眠
.

昼
間
の
休
息
や
夜
の
睡
眠
を
な
く
し
て

ま
で
も
精
進
、
努
力
す
る
こ
と

日
蓮
宗
大
荒
行
堂

水
神
相
承
四
百
日
成
満

帰
山
奉
告
式

春
の
陽
気
が
漂
う
令
和
五

年
二
月
十
九
日
、
帰
山
奉
告

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
行
僧
の
力
強
い
読
経
の

声
が
境
内
に
響
き
、
式
は
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

ご
参
列
い
た
だ
い
た
檀
信

徒
の
皆
様
に
は
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。



開
運
大
黒
天
像

像
高

三
十
八
㎝

奥
行

二

十
㎝

仏
師

三
代
目
木
村
鶴
光
作

毎
月
毎
日
信
ず
る
こ
と
成
り
難
き
者
は

六
斎
の
甲
子
に
供
物
を
調
え
、
御
祭
祀
あ
る
べ
き
者
也
。

是
れ
秘
中
の
秘
な
り
。

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
-
大
黒
天
神
供
養
相
承
事
.

大
黒
天
は
イ
ン
ド
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
神
で
あ
り
、
日
本
に
は
密
教

の
伝
来
と
共
に
伝
わ
り
、
天
部
と

言
わ
れ
る
仏
教
の
守
護
神
に
列
座

し
て
い
る
。

軍
神
・
戦
闘
神
・
富
貴
の
神
と

さ
れ
た
が
、
特
に
中
国
に
お
い
て

は
財
福
を
強
調
し
て
祀
ら
れ
た
も

の
が
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
、
伝
来

初
期
に
は
主
に
真
言
宗
や
天
台
宗

で
信
仰
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
で
も
厨
房
・
食
堂
の
神

と
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
に
お
い

て
は
最
澄
が
毘
沙
門
天
・
弁
才
天

と
合
体
し
た
三
面
大
黒
を
比
叡
山

延
暦
寺
の
台
所
の
守
護
神
と
し
て

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。

ま
た
、
日
本
で
は
神
道
の
神
で
あ
る

"
大
国
主
神
#
と
習
合
し
全
国
に
広

ま
っ
て
い
っ
た
。

法
華
経
の
中
で
は
大
黒
天
の
名
を

見
る
こ
と
は
無
い
の
だ
が
、
自
在
天

や
大
自
在
天
な
ど
の
別
名
で
登
場
す

る
事
か
ら
、
室
町
時
代
に
な
る
と
日

蓮
宗
に
お
い
て
も
盛
ん
に
信
仰
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

本
泉
寺
の
大
黒
天
は
平
成
二
十
三

年
に
二
十
八
世
日
順
が
日
蓮
宗
大
荒

行
堂
三
百
日
の
結
界
修
行
に
挑
む
際

に
、
檀
信
徒
の
浄
財
を
持
っ
て
造
像

さ
れ
た
も
の
で
、
結
界
三
百
日
成
満

"
大
黒
相
承
#
の
允
許
を
も
っ
て
年

六
度
の
甲
子
日
に
大
黒
祭
を
厳
修
し

て
い
る
。

〈連載〉

本泉寺⾒仏記

第３回

かいうんだいこくてん

開運大黒天



Topics
お寺の掲示板

鱏檀家鱳恩⽥勝幸様鲍鲏鰐⼝鲗鱙奉納
鱉鱤鱥鱒鲃鱜鱤。
筆頭総代鱬鱇鱨鱤故恩⽥義夫様鱳⼀周
忌鱳追善鱭鱜鱫鱙奉納下鱚鲏鲃鱜鱤。
親⼦鱭鲇鱰鱏寺鱽鱙貢献鱉鱤鱥鱖鲃鱞
鱘鱭、住職鱭鱜鱫衷⼼鲍鲏御礼申鱜上
鱗鲃鱞。
鱏寺鱽鱏参鲏鱳際鱴鱘鱳鰐⼝鲗鳴鲎鱜
鱫、本堂鱳諸天善神鲉鱙先祖様鱽
稀有鱯鲐佛⾳鲗鱏届鱖下鱚鱉。

鰐⼝鱳鱙奉納

成満旗のご奉納
鱏檀家鱳恩⽥勝廣・君⼦様、
鱙信者鱳前林信之様鲍鲏⼤荒
⾏堂第四⾏成満鱳記念鱭鱜鱫
成満旗鲗鱙奉納頂鱒鲃鱜鱤。
帰⼭奉告式鱰華鲗添鱍鱫頂鱒
鲃鱜鱤鱘鱭、深鱔御礼申鱜上
鱗鲃鱞。
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◉
本
年
二
月
十
日
に
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
を
無
事
成
満
致

し
ま
し
た
。
通
算
四
百
日
目
の
加
行
で
し
た
が
、
齢
を

重
ね
て
の
寒
中
修
行
は
!
し
ん
ど
い
"
の
一
言
。

し
ば
ら
く
は
寺
で
身
体
を
休
め
て
お
り
ま
す
の
で
見
か

け
た
ら
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

茶 坊 主 の
小 部 屋

⽇
蓮
⼤
聖
⼈
の
⾔
葉
か
ら
学
ぶ

石
中
#
火木

中
#
花

3
観
心
本
尊
抄
4

〜
秘
め
た
る
可
能
性
〜

多
く
の
人
は
目
に
見
え
な
い
物
や
そ
の
存
在
に
気

づ
く
こ
と
な
く
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

例
え
ば
、
道
端
の
石
の
中
に
火
を
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
石
を
打
て
ば
火
が
出
ま
す
。

ま
た
、
木
の
中
に
も
花
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
時
が
来
れ
ば
花
が
咲
く
の
で
す
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
私
た
ち
の
内
面
に
も
計
り
知

れ
な
い
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
事
も
き
っ
か
け
や
時
が
来
れ
ば
今
は
見
え
な
い

も
の
が
現
れ
出
る
の
で
す
か
ら
、
目
に
は
見
え
な

く
て
も
、
今
は
気
づ
い
て
い
な
い
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
日
蓮
大
聖
人
は

教
え
て
い
る
の
で
す
。

三
月
以
降
の
年
中
行
事

○
春
季
彼
岸
会

三
月
二
十
一
日
1
火
2

○
願
満
地
蔵
尊
大
祭

三
月
二
十
八
日
1
火
2

○
大
黒
祭
1
甲
子
日
2

三
月
七
日
1
火
2

五
月
六
日
1
土
2

七
月
五
日
1
水
2

せ
き

ち
ゅ
う

ひも
く

ち
ゅ
う

は
な


